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1010
月月
1111
日
開
催
の
第

日
開
催
の
第
2020
回
な
回
な

が
し
ま
造
形
美
術
展
の
開
催
に

が
し
ま
造
形
美
術
展
の
開
催
に

併
せ
て
、「
秋
の
花
フ
ェ
ス
タ
」

併
せ
て
、「
秋
の
花
フ
ェ
ス
タ
」

を
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
太
陽
の
里

を
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
太
陽
の
里

前
広
場
で
開
催
し
て
い
ま
す
。「

前
広
場
で
開
催
し
て
い
ま
す
。「

３
月
末
か
ら
４
月
末
ま
で
、町
サ

３
月
末
か
ら
４
月
末
ま
で
、町
サ

ン
セ
ッ
ト
の
丘
で
開
催
し
て
い

ン
セ
ッ
ト
の
丘
で
開
催
し
て
い

るる
「
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」で
す
が
、

「
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」で
す
が
、

秋
の
花
ば
な
を
皆
さ
ん
に
楽
し

秋
の
花
ば
な
を
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
も
ら
う
た
め
、町
制
施
行

ん
で
も
ら
う
た
め
、町
制
施
行
2020

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

今
回
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

今
回
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。。

　　

日
ご
ろ
か
ら
町
内
一
円
を
彩
る

日
ご
ろ
か
ら
町
内
一
円
を
彩
る

花
壇
の
手
入
れ
を
行
い
、会
場
の

花
壇
の
手
入
れ
を
行
い
、会
場
の

花
ば
な
を
育
て
た
、ガ
ラ
ス
ハ
ウ

花
ば
な
を
育
て
た
、ガ
ラ
ス
ハ
ウ

ス
で
働
く
町
会
計
年
度
任
用
職
員

ス
で
働
く
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
角
中
ひ
と
み
さ
ん
と
大
山
里
奈

の
角
中
ひ
と
み
さ
ん
と
大
山
里
奈

さ
ん
に
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

さ
ん
に
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

大
山
さ
ん
：

大
山
さ
ん
：
今
回
の
花
フ
ェ
ス

今
回
の
花
フ
ェ
ス

タ
は
、コ
ス
モ
ス
や
ア
カ
ソ
バ
な

タ
は
、コ
ス
モ
ス
や
ア
カ
ソ
バ
な

ど
、落
ち
着
い
た
秋
の
花
の
色
味

ど
、落
ち
着
い
た
秋
の
花
の
色
味

を
ベ
ー
ス
に
、イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス

を
ベ
ー
ス
に
、イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス

や
ペ
チ
ュ
ニ
ア
な
ど
か
わ
い
い

や
ペ
チ
ュ
ニ
ア
な
ど
か
わ
い
い

雰
囲
気
の
花
を
織
り
交
ぜ
、

雰
囲
気
の
花
を
織
り
交
ぜ
、約約

３
万
本
、１
０
０
種
類
の
花
を

３
万
本
、１
０
０
種
類
の
花
を

会
場
に
植
栽
し
て
い
ま
す
。

会
場
に
植
栽
し
て
い
ま
す
。

角
中
さ
ん
：

角
中
さ
ん
：
初
め
て
の
会
場
で
、

初
め
て
の
会
場
で
、

土
壌
が
秋
の
花
に
適
さ
ず
、２
～

土
壌
が
秋
の
花
に
適
さ
ず
、２
～

３
回
植
え
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

３
回
植
え
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

途
中
で
、

途
中
で
、会
場
全
体
に
竹
パ
ウ
ダ

会
場
全
体
に
竹
パ
ウ
ダ

ー
を
入
れ
る
な
ど
、土
づ
く
り

ー
を
入
れ
る
な
ど
、土
づ
く
り

に
苦
労
し
ま
し
た
。春
の
花
フ

に
苦
労
し
ま
し
た
。春
の
花
フ

ェ
ス
タ
同
様
、来
場
者
の
心
に

ェ
ス
タ
同
様
、来
場
者
の
心
に

癒
し
を
届
け
ら
れ
た
ら
う
れ
し

癒
し
を
届
け
ら
れ
た
ら
う
れ
し

い
で
す
。

い
で
す
。

　このほかにも、造 形美術展やイルミネーションなど
10 月～11 月の町内は、イベントで盛り上がります。

おさかな祭おさかな祭
【場所】薄井漁港　11 月23 日（日）開催【場所】薄井漁港　11 月23 日（日）開催
  今年も新鮮な鮮魚の販売や模擬入札、魚今年も新鮮な鮮魚の販売や模擬入札、魚
の一本釣り、漁船パレード、芸能ショー、鰤の一本釣り、漁船パレード、芸能ショー、鰤
王 が当たる抽 選 会など盛りだくさんのイ王 が当たる抽 選 会など盛りだくさんのイ
ベントで、皆さんの来場をお待ちしてます。ベントで、皆さんの来場をお待ちしてます。

Flowers  of  H IKARIF lowers  of  H IKARI
【場所】サンセットの丘　【場所】サンセットの丘　
【期間】10 月31 日（金）～11 月30 日（日）【期間】10 月31 日（金）～11 月30 日（日）
　５回目を迎える町のイルミネーションイベント　５回目を迎える町のイルミネーションイベント
を今年も開催します。を今年も開催します。
　20 周年記念の写真スポットやスイングライト　20 周年記念の写真スポットやスイングライト
など、お子様連れでも楽しめる光の仕掛けが盛りなど、お子様連れでも楽しめる光の仕掛けが盛り
だくさんです。光に彩られた幻想的な長島の夜景だくさんです。光に彩られた幻想的な長島の夜景
を見に来ませんか。また、サマーフェスティバルを見に来ませんか。また、サマーフェスティバル
で実施できなかった花火を 10 月 31 日に小浜港で実施できなかった花火を 10 月 31 日に小浜港
打上げ予定です。（雨天中止）打上げ予定です。（雨天中止）

造形美術展造形美術展
【場所】ピクニック広場【場所】ピクニック広場
【期間】11 月９日（日）まで【期間】11 月９日（日）まで
　 町民 が一丸となって、自 然 の 素 材や廃　 町民 が一丸となって、自 然 の 素 材や廃
材を利 用し、一つの 造 形 物を 制 作します。材を利 用し、一つの 造 形 物を 制 作します。
制 作される造 形 物 は、ユーモアたっぷり制 作される造 形 物 は、ユーモアたっぷり
の 作 品 か ら 細 部 まの 作 品 か ら 細 部 ま
でこだ わったリアリでこだ わったリアリ
ティあふ れる作 品まティあふ れる作 品ま
で が 立 ち 並 び、中 にで が 立 ち 並 び、中 に
は５メートル を 超 すは５メートル を 超 す
巨 大 なアートたちが巨 大 なアートたちが
来 場 者を出 迎 えます。来 場 者を出 迎 えます。

マリーゴールドマリーゴールド
花言葉：健康、勇気など花言葉：健康、勇気など
　　春から秋にかて長 期間鮮やか春から秋にかて長 期間鮮やか
に 花 を 咲 か せ て、見る人 に 元 気に 花 を 咲 か せ て、見る人 に 元 気
な印象を与えています。な印象を与えています。

コスモスコスモス
花言葉：調和花言葉：調和、謙虚、愛情など、謙虚、愛情など
　　風に揺れながらも周囲と調和を保っ風に揺れながらも周囲と調和を保っ
て咲く姿が 花言葉の由来で、て咲く姿が 花言葉の由来で、コスモスのコスモスの
語源は、ギリシャ語で「秩 序」と言う意語源は、ギリシャ語で「秩 序」と言う意
味です。味です。

秋の花フェスタ開催
町制施行20 周年記念事業

〇開催期間　〇開催期間　
　10 月11 日（土）～11 月９日（日）　10 月11 日（土）～11 月９日（日）
〇場所〇場所
　レジャーランド太陽の里前広場　レジャーランド太陽の里前広場
　（長島町鷹巣３３３−１９）　（長島町鷹巣３３３−１９）

私たちが育てました。

７月25 日、花壇の整備７月25 日、花壇の整備

９月30 日、９月30 日、
苗の植え付けが進む会場苗の植え付けが進む会場

８月20 日、８月20 日、
きれいな花を咲かせるため、剪定きれいな花を咲かせるため、剪定

インタビューに答えるインタビューに答える
大山さん（写真左）角中さん（写真右）大山さん（写真左）角中さん（写真右）

●
●

●
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令和７年（2025年） No.235

10
秋の花フェスタ開催
もくじ
残暑を吹き飛ばす海の遊び～第３回砂ASOビーチ～／長寿
をお祝い
獅子島水産業の「稼ぐ力」向上～塩田県知事が獅子島を視察～

「あおい号」が県畜産共進会へ～長島町、出水地区秋季畜産共
進会～／乗合バス有料運行へ移行します
伊唐大橋補修工事に伴う交通規制／一般会計補正予算など
18議案を可決
令和６年度財政指標を公表
町の家計簿を公表～令和６年度決算報告～
全国学力・学習状況調査／スマホの使い方を教えます
歯周病検診を受診しましょう／歯の表彰者を募集します／ス
トップ不法投棄
町制施行20周年記念町総合文化祭／電気柵の正しい設置方法
農地をイノシシから守ろう／廃残農薬類を回収します／畜産
技術練習生を募集します
大切な人と一緒に人生会議（ACP）～地域包括支援センター
だより～
予防接種費用を助成します／町長動静
知っ得ボックス
まちの話題
長島文芸／町立図書館のおすすめ
ハッピースマイル～１歳おめでとう～／うぶ声・お悔やみ・お礼
／編集後記

［裏表紙］　～町制施行20周年記念事業～長島を彩る「イル
ミネーション」

 10月2日 （木） 12時32分

令和７年９月30日現在 ※（ ）は前月比

4,298 （-14）

（-13）

（‐9）

（-22）

4,695
4,490
9,185

　９月 4 日から、町内
小中学校で、町内産の新
米を使った給食が始まり
ました。
　10 月２日に伊唐小学
校に伺った際に、児童ら
は、美味しい新米を笑顔
で食べていました。

（関連記事＝ P21）
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５ ｜  広報ながしま  2025年10月号

残
暑
を
吹
き
飛
ば
す
海
の
遊
び

　

 　

～
第
３
回
砂
Ａ
Ｓ
Ｏ
ビ
ー
チ
～

長
寿
を
お
祝
い

　
町
で
は
、
多
年
に
わ
た
り
、
社
会

に
尽
く
し
て
き
た
高
齢
者
を
敬
愛

し
、
長
寿
を
祝
う
敬
老
訪
問
を
９
月

11
、
12
日
に
行
い
ま
し
た
。
川
添
健

町
長
と
長
岡
勇
二
副
町
長
が
今
年

度
１
０
０
歳
以
上
に
な
る
高
齢
者

の
も
と
を
訪
問
し
、
花
束
を
贈
呈
。

１
０
０
歳
を
迎
え
る
か
た
に
は
、
内

閣
総
理
大
臣
か
ら
の
表
彰
状
も
伝
達

さ
れ
「
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
い
て
く

だ
さ
い
」
と
祝
福
し
ま
し
た
。

※
写
真
は
、
今
年
度
１
０
０
歳
を
迎

え
る
か
た
が
た
。

　
９
月
７
日
、
小
浜
海
水
浴
場
で
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
第

３
回
砂す

な

あ

そ

Ａ
Ｓ
Ｏ
ビ
ー
チ
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
教
育
委
員
会
と
（
公

財
）
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
が
、
海
へ
の
関
心

の
向
上
を
目
的
に
企
画
し
た
も
の
で

す
。

　
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
約
60
人
が

参
加
し
、
５
種
の
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
（
サ
ッ
プ
、
メ
ガ
サ
ッ
プ
、

サ
ン
ダ
ル
飛
ば
し
、
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ

グ
、ビ
ー
チ
モ
ル
ッ
ク
）を
元
気
い
っ

ぱ
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
池
元
真
菜
さ
ん
（
獅
子

島
小
１
年
）
は
「
暑
か
っ
た
け
ど
楽

し
め
た
。
メ
ガ
サ
ッ
プ
が
一
番
楽
し

か
っ
た
」
と
声
を
弾
ま
せ
ま
し
た
。

恐る恐るメガサップに挑戦恐る恐るメガサップに挑戦最初はみんなでごみ拾い最初はみんなでごみ拾い

サップに慣れるまで一苦労サップに慣れるまで一苦労

ごみ拾い後は、記念撮影ごみ拾い後は、記念撮影

蹴って、投げてビーチサンダル飛ばし蹴って、投げてビーチサンダル飛ばし

ビーチフラッグを制する者は、ビーチフラッグを制する者は、
ビーチを制するビーチを制する

考えながらモルック考えながらモルック

平田チエノさん（写真左）大堂ウメノさん（同右）平田チエノさん（写真左）大堂ウメノさん（同右）

迫口キミヨさん（写真左）飯尾ヤスヨさん（同右）迫口キミヨさん（写真左）飯尾ヤスヨさん（同右）

宮﨑サワさん（写真左）宮﨑サワさん（写真左）
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「
あ
お
い
号
」が
県
畜
産
共
進
会
へ

　
　
　

～
長
島
町
、出
水
地
区
秋
季
畜
産
共
進
会
～

　

９
月
13
日
、塩
田
康
一
県
知

事
が
「
特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お

こ
し
推
進
事
業
幣
串
地
区
貯
水

槽
整
備
」の
竣
工
イ
ベ
ン
ト
出

席
の
た
め
、獅
子
島
を
訪
れ
、併

せ
て
幣
串
漁
港
浮
消
波
堤
や
新

旅
客
船
「
し
し
じ
ま
」、ブ
リ
養

殖
の
生
簀
と
そ
の
赤
潮
対
策
状

況
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

視
察
中
、ブ
リ
に
つ
い
て
は
、

稚
魚
か
ら
３
年
か
け
て
養
殖
を

行
う
こ
と
や
赤
潮
対
策
の
方
法
、

浮
消
波
提
に
つ
い
て
は
、そ
の

機
能
と
整
備
効
果
な
ど
を
塩
田

知
事
に
行
政
お
よ
び
地
元
漁
業

者
な
ど
が
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、「
特
定
離
島
ふ
る
さ

と
お
こ
し
推
進
事
業
幣
串
地
区

貯
水
槽
」の
竣
工
イ
ベ
ン
ト
は
、

立
石
港
で
行
わ
れ
、塩
田
知
事
や

地
元
県
議
会
議
員
、県
、町
、地

元
関
係
者
約
40
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

設
置
さ
れ
た
貯
水
槽（
１
０
０

㌧
）は
１
基
で
、配
水
管
２
５
３

㍍
を
地
中
埋
設
し
、ブ
リ
の
稚
魚

を
消
毒
す
る
た
め
に
必
要
な
淡

水
を
同
地
区
の
川
か
ら
港
ま
で

供
給
。こ
れ
ま
で
よ
り
も
時
間
短

縮
や
経
費
削
減
が
図
ら
れ
養
殖

業
の
促
進
に
寄
与
す
る
も
の
で

す
。

　

幣
串
自
治
公
民
館
の
池
田
守

彦
館
長
は
「
浮
消
波
堤
整
備
に

続
き
、貯
水
槽
の
整
備
な
ど
感

謝
し
て
い
る
。地
元
水
産
業
の

さ
ら
な
る
発
展
に
尽
力
し
て
い

き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。塩
田
知

事
は
「
同
地
区
は
、鰤
王
の
生

産
活
動
を
支
え
る
拠
点
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
う
、県
と
し

て
も
水
産
業
の
『
稼
ぐ
力
』を

引
き
出
し
、各
種
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

獅
子
島
水
産
業
の
「
稼
ぐ
力
」向
上　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

～
塩
田
県
知
事
が
獅
子
島
を
視
察
～

出
水
地
区
秋
季
畜
産
共
進
会

　
９
月
16
日(

火)

に
出
水
中
央
家

畜
市
場
で
、
令
和
７
度
出
水
地
区
畜

産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
、
地
区
内
か

ら
全
体
で
33
頭
、
町
か
ら
は
種
牛
１

部
に
４
頭
、
２
部
に
８
頭
、
３
部
に

２
頭
、
成
雌
の
部
に
１
頭
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
賞
に(

有)

町
田
畜
産
の「
あ

お
い
号
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

(

有)

町
田
畜
産
「
あ
お
い
号
」
は
、

令
和
７
年
10
月
４
日
に
霧
島
市
で
開

催
さ
れ
る
第
74
回
鹿
児
島
県
畜
産

共
進
会
へ
出
場
し
ま
す
。

　
団
体
賞
は
１
位
が
長
島
生
産
牛
部

会
、２
部
が
東
生
産
牛
部
会
で
し
た
。

長
島
町
秋
季
畜
産
共
進
会

　
９
月
２
日
（
火
）
に
毎
床
家
畜
審

査
場
で
、
令
和
７
年
度
長
島
町
畜
産

共
進
会
が
開
催
さ
れ
、
種
牛
１
部
に

７
頭
、
２
部
に
15
頭
、
３
部
に
３
頭

出
品
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
個
体
審

査
と
比
較
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
賞
に(

有)

町
田
畜
産
の「
あ

お
い
号
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
出
品
者
名
で
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

海上で知事に説明海上で知事に説明

知事と町長で初開栓知事と町長で初開栓

放水量を確認放水量を確認 貯水槽と送水口の位置関係貯水槽と送水口の位置関係

グランドチャンピオンに輝グランドチャンピオンに輝
いた「あおい号」いた「あおい号」

【
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
】

【
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
】

種
牛
２
部
一
席
（
有
）
町
田
畜
産

【
種
牛
１
部
（
せ
り
終
了
後
～
12

カ
月
）】

最
優
秀
賞

　
一
席　
（
株
）
浦
底
畜
産　
　
　

　
二
席　
赤
嵜　
　
清

　
三
席　
町
口　
　
光

　
四
席　
𦚰
田　
　
泉

優
秀
賞　

　
　
内
田　
秋
宏

　
　
古
川　
修
一

　
　
森
山　
秋
美	　

【
種
牛
２
部
（
12
カ
月
～
16
カ
月
）

若
雌
１
区
】

最
優
秀
賞　

　
一
席　
（
有
）
町
田
畜
産

　
二
席　
（
株
）
浦
底
畜
産

　
三
席　
宮
路　
幸
雄

　
四
席　
（
有
）
町
田
畜
産　
　

　
五
席　
市
尾
畜
産　

　
六
席　
宮
路　
幸
雄

　
七
席　
宮
路　
俊
彦

　
八
席　
繁
殖
セ
ン
タ
ー

優
秀
賞　

　
　
　
（
株
）
浦
底
畜
産

　
　
　
古
川　
修
一

　
　
　
繁
殖
セ
ン
タ
ー

　
　
　
𦚰
田　
　
泉

　
　
　
門
元　
政
文

　
　
　
福
山　
健
一

　
　
　
仁
田
原
裕
司

【
種
牛
３
部
（
17
カ
月
～
23
カ
月
）

若
雌
２
区
】

最
優
秀
賞

　
一
席　
町
口　
　
光

　
二
席　
町
口　
　
光

優
秀
賞  

　
　
　
　
長
元　
大
介

乗
合
バ
ス
有
料
運
行
へ
移
行
し
ま
す

　
長
島
町
乗
合
バ
ス
は
、
令
和
７
年

10
月
１
日
か
ら
有
料
運
行
と
な
り
ま

し
た
。

　
料
金
は
全
区
間
統
一
料
金
で
、
高

校
生
に
お
い
て
は
定
期
券
を
発
行
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
発
行
を
希
望
す

る
か
た
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　
☎（
86
）１
１
３
４［
直
通
］

中学生以上 ２００円

小学生 １００円

未就学児 無料

※全区間統一料金
【区間】平尾車庫～だんだん市場前
※身体障害者などは半額
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地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
（
財
政
健
全
化
法
）

で
は
、
毎
年
度
、
前
年
度
の
決
算
を

議
会
に
提
出
し
た
後
、
健
全
化
判
断

比
率
（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将

来
負
担
比
率
）
と
公
営
企
業
会
計
の

資
金
不
足
比
率
を
公
表
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
決
算
に
基
づ
く
長
島

町
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
財
政
指
標
と
は

　
決
算
数
値
か
ら
自
治
体
の
財
政
状

況
を
測
る
「
も
の
さ
し
」
の
よ
う
な

も
の
で
す
。
財
政
状
況
を
ど
の
よ
う

な
観
点
に
立
っ
て
測
る
か
に
よ
っ

て
、さ
ま
ざ
ま
な
指
標
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
財
政
課
財
政
係

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

長島町の令和６年度決算に基づく指標

健全化判断比率 令和６年度指標 令和５年度（参考） 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 ー※ ー※ 14.41％ 20.0％

連結実質赤字比率 ー※ ー※ 19.41％ 30.0％

実質公債費比率 9.9％ 9.4％ 25.00％ 35.0％

将来負担比率 ー※ ー※ 350.0％

※「
実
質
赤
字
比
率
」お
よ
び「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」で
指
標（
％
）

の
表
記
が
な
い
（『
ー
』
で
表
記
し
て
い
る
）
も
の
は
、
実
質
赤
字

額
お
よ
び
連
結
実
質
赤
字
額
が
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度

財
政
指
標
を
公
表
【
実
質
赤
字
比
率
】

　
各
年
度
の
経
営
状
況
を
示
す
指
標
で
、
一
般
会
計
な
ど
の

実
質
的
な
赤
字
額
が
、
標
準
的
な
状
態
で
収
入
が
見
込
ま
れ

る
自
治
体
の
一
般
財
源
の
規
模
（
標
準
財
政
規
模
）
に
占
め

る
比
率
を
表
し
ま
す
。

　
実
質
赤
字
比
率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
連
結
実
質
赤
字
比
率
】

　
実
質
赤
字
比
率
が
一
般
会
計
な
ど
の
実
質
的
な
赤
字
額
で

あ
る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
自
治
体
の
全
て
の
会
計
を
通
し

て
の
赤
字
額
が
、
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
比
率
を
表
し
て

い
ま
す
。

　
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

〇
各
指
標
の
基
準

　

各
指
標
の
基
準
を
サ
ッ

カ
ー
に
例
え
る
と
、イ
エ
ロ
ー

カ
ー
ド
に
相
当
す
る
の
が「
早

期
健
全
化
基
準
」お
よ
び「
経

営
健
全
化
基
準
」。
レ
ッ
ド

カ
ー
ド
に
相
当
す
る
の
が「
財

政
再
生
基
準
」
で
す
。
４
つ

の
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、

い
ず
れ
か
１
つ
で
も
「
早
期

健
全
化
基
準
」
以
上
と
な
る

と
「
早
期
健
全
化
団
体
」
と

な
り
、「
財
政
健
全
化
計
画
」

を
策
定
し
、
自
主
的
な
改
善

努
力
に
よ
る
財
政
の
早
期
健

全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
同
様
に
「
財

政
再
生
基
準
」
以
上
に
な
る

と「
財
政
再
生
団
体
」と
な
り
、

「
財
政
再
生
計
画
」を
策
定
し
、

国
、
県
の
強
力
な
関
与
の
下

で
確
実
な
財
政
の
再
生
を
実

行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
資
金
不
足
比
率
が

「
経
営
健
全
化
基
準
」
以
上
に

な
る
と
「
経
営
健
全
化
団
体
」

と
な
り
、「
経
営
健
全
化
計
画
」

を
策
定
し
、
公
営
企
業
の
経

営
健
全
化
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
資
金
不
足
比
率
】

　
簡
易
水
道
や
下
水
道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業
ご
と
の
各
年

度
の
経
営
状
況
を
示
す
指
標
で
、
各
公
営
企
業
の
資
金
の
不

足
額
が
各
企
業
の
事
業
の
規
模
（
料
金
収
入
の
規
模
）
に
占

め
る
比
率
を
表
し
、経
営
健
全
化
基
準
は
20
％
と
な
り
ま
す
。

　
公
営
企
業
の
資
金
不
足
が
生
じ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
資

金
不
足
比
率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
将
来
負
担
比
率
】

　
自
治
体
が
将
来
に
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
財
政
負
担

が
、
標
準
財
政
規
模
の
何
倍
に
あ
た
る
か
を
示
す
指
標
で
、

早
期
健
全
化
基
準
は
３
５
０
％
と
な
り
ま
す
。

　
将
来
負
担
比
率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】

　
自
治
体
の
公
債
費
に
よ
る
財
政
負
担
の
度
合
い
を
判
断
す

る
指
標
で
、３
カ
年
の
平
均
で
示
さ
れ
ま
す
。
公
債
費
と
は
、

自
治
体
が
発
行
し
た
町
債
の
元
本
の
返
済
や
利
息
の
支
払
い

な
ど
に
要
す
る
経
費
で
す
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
9

・

9
％
と
な
り
、
早
期
健
全
化

基
準
25
％
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

【
健
全
化
判
断
比
率
】

伊
唐
大
橋
補
修
工
事
に
伴
う
交
通
規
制

　
県
で
は
、伊
唐
大
橋
の
長
寿
命
化

を
図
る
た
め
、損
傷
や
変
状
な
ど
を

補
修
す
る
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、終
日
交
通
規
制

と
な
り
伊
唐
大
橋
の
通
行
に
、ご
不

便
、ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
通
行
の
際
は
工
事
案
内
標
識
お
よ

び
現
場
の
誘
導
員
な
ど
の
指
示
に
従

い
通
行
く
だ
さ
い
。

〇
工
事
期
間

　
令
和
７
年
11
月
上
旬
～
令
和
９
年

３
月
中
旬（
予
定
）

問
い
合
わ
せ
先

〇
発
注
者

　
県
北
薩
地
域
振
興
局
農
村
整
備

課
保
全
係

☎
０
９
９
６︎（
25
）５
５
２
３［
直
通
］

〇
施
工
業
者　

　
植
村
・
丸
久
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

☎︎
０
９
９
６（
68
）０
３
８
８

　
　
　
　
　
　
　
［
現
場
事
務
所
］

☎︎
０
９
９
６（
22
）３
１
３
１

　
［
株
式
会
社
植
村
組
川
内
支
店
］

☎︎
０
９
９
６（
87
）０
０
２
０

　
［
丸
久
建
設
株
式
会
社
長
島
支
店
］

伊唐側伊唐側

長島側長島側

P3 主塔補修工事P3 主塔補修工事

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
18
議
案
を
可
決

　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年度９月補正　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

総務課
J アラート受信機更新 4,121
関東ながしま会郷土芸能派遣 1,310

企画財政課
御所ノ浦高齢者コミュニティセンター改修事業 3,775
長島町夢追い元気発電所への光エリア拡大負担金 6,050

町民保健課
戸籍システム標準化対応に伴うリース契約一部解約 5,069
子ども・子育て支援金制度の円滑な施行に向けたシステム改修 11,000

水産景観課
ブリの販売促進セール開催 10,000
海洋悪化の課題に対する海藻の研究・栽培実験 10,001
サンセットの丘周辺観光地整備 17,709

耕地林務課 かごしまの農業未来創造支援耕作道・用水路補修（指江・浦底地区） 9,800

建設課
国道 389 号路面改良（メロディーロード）事業 50,000
赤崎川の砂防事業（県営事業）に伴う市町村負担金 600

教育総務課
小学校改修工事（城川内・蔵之元） 5,154
獅子島中学校教室改修および空調設置 4,123

第
３
回
長
島
町
議
会
定
例
会

　
令
和
７
年
第
３
回
長
島
町
議
会
定

例
会
が
９
月
４
日
か
ら
22
日
ま
で
の
19

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
国
道

３
８
９
号
路
面
改
良
（
メ
ロ
デ
ィ
ー

ロ
ー
ド
）
事
業
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
１
億
５
６
７
３
万
８
千
円
追
加
、

総
額
１
２
２
億
４
７
６
３
万
１
千

円
）、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
長
島
町
運
動
公
園
（
ナ
イ
タ
ー

照
明
等
設
置
）
工
事
請
負
契
約
の
締

結
や
長
島
町
乗
合
バ
ス
運
行
条
例
の

制
定
な
ど
、
16
議
案
と
追
加
議
案
２

議
案
を
可
決
。
令
和
６
年
度
決
算
に

基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資

金
不
足
比
率
を
報
告
し
、
令
和
６
年

度
長
島
町
決
算
12
件
が
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
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〇
行
政
用
語
の
解
説

●
歳
入
［
グ
ラ
フ
１
］

■
地
方
交
付
税

　
国
か
ら
一
定
の
基
準
に
よ
り
交

付
さ
れ
る
お
金

■
町
税

　

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
町

民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
越
金

　
前
年
度
か
ら
本
年
度
へ
持
ち
越

し
た
お
金

■
繰
入
金

　
町
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ

た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

　

各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か

ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金

■
町
債

　
町
が
借
り
入
れ
た
お
金

●
歳
出
（
性
質
別
）［
グ
ラ
フ
２
］

■
人
件
費

　

町
職
員
の
給
与
や
退
職
金
、
議

員
や
委
員
の
報
酬
な
ど
の
経
費

■
扶
助
費

　

児
童
・
高
齢
者
・
生
活
困
窮
者

な
ど
を
援
助
す
る
た
め
の
経
費

■
公
債
費

　
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ

た
お
金
の
償
還
金

■
補
助
費
等

　
各
種
団
体
に
対
す
る
助
成
金
や

一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
な
ど

の
経
費

■
繰
出
金

　
他
会
計
に
支
出
す
る
経
費

■
普
通
建
設
事
業
費

　

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
港
湾
、
公

営
住
宅
な
ど
の
建
設
事
業
に
要
す

る
経
費

●
歳
出
（
目
的
別
）［
グ
ラ
フ
３
］

■
総
務
費

　

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調

整
事
務
、
財
政
事
務
、
選
挙
事
務

な
ど
の
経
費

■
民
生
費

　
社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
高
齢

者
福
祉
、
児
童
福
祉
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

　

保
健
事
業
、
感
染
症
予
防
、
廃

棄
物
処
理
な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

　
農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

　
道
路
、橋
り
ょ
う
、河
川
、港
湾
、

公
営
住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

　

消
火
、
防
災
防
除
、
災
害
時
被

害
軽
減
な
ど
の
経
費

■
教
育
費

　

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、

社
会
教
育
な
ど
の
経
費

 
町
の
家
計
簿
を
公
表　
～
令
和
６
年
度
決
算
報
告
～

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助

金
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
ど
れ
く
ら
い
納

め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
令
和
６
年
度
決
算
を
報
告
し
ま
す
。

歳入
143 億

5281 万６千円

〇
自
主
財
源
は
24
％

　
町
の
財
源
に
は
、
町
税
な
ど
の
自
分

た
ち
で
収
支
を
得
る
「
自
主
財
源
」
と

地
方
交
付
税
な
ど
の
よ
う
に
国
や
県

な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
依
存
財
源
」

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

町税　6.4％
９億 2006 万７千円

繰越金　5.0％
７億 1056 万６千円

分担金および負担金　1.0％
１億 4038 万１千円

　　　　　　　　　　自 主 財 源

自 主 財 源

　
　

　
　依

  存  財  源

依
  存  財  源

自主財源　その他　11.6％
16 億 7029 万７千円　（その他内訳）
使用料および手数料　　　5403 万１千円

財産収入　　　　　 　3550 万１千円　　　　　　

寄附金　　　　　７億 1641 万６千円

繰入金　　　　　　　６億 6569 万円

諸収入　　　　　１億 9865 万９千円

地方交付税　35.7％
51 億 2398 万９千円

国庫支出金　13.6％
19 億 5747 万 5 千円

県支出金　10.5％県支出金　10.5％
15 億 22 万 8 千円15 億 22 万 8 千円

町債　13.5％
19 億 3140 万円

依存財源　その他　2.8％
３億 9841 万５千円　（その他内訳）
地方譲与税　　　　　　　　　　　 

利子割交付金　　　　　　　　　　　　

配当割交付金 

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金 

環境性能割交付金

法人事業税交付金

地方特例交付金

交通安全対策特別交付金

歳出
（性質別）
137 億

4756 万円

　　　　　　　　　　義 務
 的

 経
 費

義 務
 的

 経
 費

　

　

　

　投 資 的 経 費
投 資 的 経 費

　　
　

　
　

　　
　

　
　

そ
 の

 他
 経

 費
そ

 の
 他

 経
 費

議会費　0.7％

9640 万３千円
総務費　18.6％

25 億 5070 万２千円

民生費　21.6％

29 億 6971 万４千円

衛生費　5.7％衛生費　5.7％

７億 8427 万円
農林水産業費　14.2％農林水産業費　14.2％

19 億 4569 万３千円19 億 4569 万３千円

商工費　4.0％

５億 4666 万円

土木費　13.2％

18 億 1520 万４千円

消防費　2.8％

３億 7898 万５千円

教育費　5.5％

７億 5650 万３千円

災害復旧費　0.5％

7234 万５千円

公債費　13.3％

18 億 3108 万１千円

人件費　12.8％

17 億 6031 万円

扶助費　13.3％％

18 億 2300 万２千円18 億 2300 万２千円

繰出金　5.1％

６億 9448 万１千円

維持補修費　0.3％

4795 万８千円

積立金　2.6％

３億 5781 万２千円

補助費等　9.9％補助費等　9.9％

13 億 6633 万４千円13 億 6633 万４千円

物件費　10.5％物件費　10.5％

14 億 4020 万１千円14 億 4020 万１千円

災害復旧費　0.5％

7234 万５千円

普通建設事業　31.7％

43 億 5403 万６千円

公債費　13.3％

18 億 3108 万１千円

歳出
（目的別）
137 億

4756 万円

歳出（目的別）
［グラフ３］

歳入
［グラフ１］

歳出（性質別）
［グラフ２］

〇
普
通
会
計
決
算
の
概
要
（
１
）　

　

令
和
６
年
度
は
、「
長
島
町
第
２
次

総
合
振
興
計
画
」
後
期
計
画
の
３
年
目

で
あ
り
、
町
道
や
漁
港
・
港
湾
な
ど
社

会
資
本
施
設
の
整
備
の
ほ
か
、
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
物
価
高
騰

対
策
支
援
事
業
を
積
極
的
に
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
普
通
会
計
で
２
年

連
続
と
な
る
１
２
０
億
円
を
超
え
る
決

算
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
収
支
の
状
況
は
、
歳
入
総
額

１
４
３
億
５
２
８
１
万
６
千
円
、
歳

出
総
額
１
３
７
億
４
７
５
６
万
円
、

歳
入
歳
出
差
引
額
は
６
億
５
２
５ 

万
６
千
円
で
、
実
質
単
年
度
収
支
は

１
億
２
５
２
８
万
６
千
円
の
赤
字
と
な

り
ま
し
た
。
歳
出
で
は
、
長
島
町
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
事
業
７
億
１
９
８
２
万
９
千

円
、
総
合
運
動
公
園
整
備
事
業

３
億
４
６
８
５
万
３
千
円
や
地
方
創

生
港
整
備
交
付
金
事
業
３
億
５
０
０ 

万
１
千
円
な
ど
を
実
施
し
、
投
資
的
経

費
は
44
億
２
６
３
８
万
１
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

〇
普
通
会
計
決
算
の
概
要
（
２
）

　

積
立
金
は
、
夢
追
い
獅
子
島
架
橋

基
金
１
億
９
９
９
１
万
３
千
円
、
ぶ

り
奨
学
金
基
金
５
７
８
０
万
５
千
円

な
ど
を
積
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
夢
追
い
ふ
る
さ
と
長
島
景
観

基
金
４
億
３
７
０
０
万
円
、
ま
ち
づ

く
り
基
金
１
億
１
１
０
０
万
円
な
ど

を
取
り
崩
し
た
た
め
、
基
金
残
高
は

65
億
２
５
７
０
万
２
千
円
で
前
年
度
比

２
億
７
７
０
３
万
７
千
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。 8836 万 3 千円 

40 万４千円 

 468 万 4 千円 

658 万７千円 

2 億 3767 万５千円 

598 万３千円 

1399 万３千円 

3986 万３千円 

85 万８千円 



広報ながしま  2025年10月号  ｜　12  13 ｜  広報ながしま  2025年10月号

歯
の
表
彰
者
を
募
集
し
ま
す

　

令
和
７
年
度
歯
の
表
彰
の
対
象

者（
過
去
に
町
の
歯
の
表
彰
を
受
け

て
い
な
い
人
）を
募
集
し
ま
す
。（
自

薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
）　

〇
対
象
者

①
今
年
度
中
に
70
歳（
昭
和
30
年
４

月
１
日
～
昭
和
31
年
３
月
31
日
生
ま

れ
）に
な
り
自
分
の
歯
が
24
本
以
上

あ
る
か
た

②
今
年
度
中
に
80
歳（
昭
和
20
年
４

月
１
日
～
昭
和
21
年
３
月
31
日
生
ま

れ
）に
な
り
自
分
の
歯
が
20
本
以
上

あ
る
か
た

③
70
歳
以
上
で
①
・
②
の
表
彰
を

受
け
て
い
な
い
か
た

※
①
～
③
に
つ
い
て
本
人
ま
た
は
家

族
が
該
当
す
る
場
合
は
、10
月
31
日

（
金
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
保
健
予
防
係　
　

　
☎（
86
）１
１
５
７［
直
通
］

〇
表
彰
条
件
の
確
認

・
今
年
度
の
歯
周
病
検
診
受
診
済
み

の
か
た
は
受
診
結
果
で
確
認
し
ま

す
。
歯
周
病
検
診
を
受
け
て
い
な
い

か
た
は
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

・
１
年
以
内
に
歯
科
受
診
を
し
て
い

な
い
か
た
は
、改
め
て
対
象
と
な
る

か
を
確
認
し
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
表
彰
日

　
12
月
７
日（
日
）

〇
募
集
期
限

　
10
月
31
日（
金
）

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果

　
４
月
17
日
に
令
和
７
年
度
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
調
査
は
、
児
童
生
徒
の
学
力
お

よ
び
学
習
状
況
を
把
握
し
、
教
員
の

指
導
法
改
善
と
児
童
生
徒
の
学
力
向

上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
本
町
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
小
・
中
学
校
の
い
ず
れ
に
お
い
て

も
、
平
均
正
答
率
が
県
や
全
国
を
下

回
る
教
科
が
あ
る
な
ど
、
課
題
が
見

ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
一
方

で
、
児
童
生
徒
の
意
識
調
査
に
よ
る

と
、
小
学
校
に
お
い
て
は
児
童
の
授

業
に
対
す
る
主
体
性
が
高
く
、
中
学

校
に
お
い
て
は
生
徒
の
地
域
に
対
し

て
貢
献
す
る
意
欲
が
高
い
こ
と
が
伺

え
る
な
ど
、
各
学
校
の
取
組
が
成
果

と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
側
面
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
今
回
の
結
果
を
十
分
に

踏
ま
え
て
、
各
学
校
と
教
育
委
員
会

が
一
体
と
な
り
、
よ
り
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
、
授
業
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

※
中
学
校
理
科
は
Ｉ
Ｒ
Ｔ
ス
コ
ア

（
各
問
題
の
難
易
度
な
ど
を
考
慮
し

て
算
出
さ
れ
る
得
点
）
で
結
果
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課　
　

　
☎（
88
）５
５
２
５［
直
通
］

ス
ト
ッ
プ
不
法
投
棄

　
県
で
は
、産
業
廃
棄
物
の
不
法
投

棄
な
ど
の
根
絶
を
図
る
た
め
、毎
年

11
月
を「
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
は
、不
法
投
棄
防
止
の
啓

発
活
動
や
不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。

（
５
年
以
下
の
懲
役
、１
千
万
円
以
下

の
罰
金
又
は
こ
の
併
科
）こ
の
機
会

に
一
人
ひ
と
り
が「
不
法
投
棄
を
し

な
い
。
さ
せ
な
い
。
見
つ
け
た
ら
す

ぐ
電
話
」と
い
う
意
識
を
持
ち
、不
法

投
棄
の
な
い
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　
県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
８
１
０

　
役
場
介
護
環
境
課
環
境
衛
生
係

　
☎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

教科
小学６年 中学３年

長島町 県 全国 長島町 県 全国

国語 65 67 65.6 51 53 54.3

算数
数学 55 57 58.0 39 45 48.3

理科 60 60 57.1 ※ 471 ※ 493 ※ 503.0

歯
周
病
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
令
和
7
年
度
の
歯
周
病
検
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

〇
実
施
期
間

　
令
和
7
年
5
月
～
令
和
8
年
3
月

〇
対
象
者

　
20
歳
以
上
の
町
民

　
（
令
和
8
年
3
月
31
日
現
在
）

〇
場
所　
町
内
の
歯
科
医
院　

・
児
島
歯
科
医
院

　
☎(

86)

１
２
６
６

・
平
尾
診
療
所（
歯
科
）

　
☎（
88
）３
６
０
０

＊
事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
検
診
内
容

　
む
し
歯
の
有
無
・
歯
ぐ
き
の
状
態

の
確
認
・
歯
科
指
導
・
歯
科
相
談

〇
費
用

　
無
料（
年
１
回
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
保
健
予
防
係　
　

　
☎（
86
）１
１
５
７［
直
通
］

ス
マ
ホ
の
使
い
方
を
教
え
ま
す

　
町
で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
初
心

者
や
便
利
な
使
用
法
が
分
か
ら
な
い

か
た
を
支
援
す
る
た
め
、ど
な
た
で

も
参
加
で
き
る「
ス
マ
ホ
教
室
」を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
財
政
課
電
算
係　

　
☎（
86
）１
１
３
４［
直
通
］

日程 時間 場所 内容

11 月 7 日
（金）

9:30 ～
11:40

開発総合センター　
３階青少年研修室 第 1 回

マイナンバーカードをもっと便利
に！＋インターネットの安心安全13:30 ～

15:40
指江支所　

２階大会議室

11 月 10 日
（月）

9:30 ～
11:40

開発総合センター　
３階青少年研修室 第 2 回

災害・救急に備えるスマホ活用術13:30 ～
15:40

指江支所　
２階大会議室

11 月 14 日
（金）

9:30 ～
11:40

開発総合センター　
３階青少年研修室 第 3 回

マイナポータルと LINE で行政サ
ービスをもっと身近に13:30 ～

15:40
指江支所　

２階大会議室

11 月 17 日
（月）

9:30 ～
11:40

開発総合センター　
３階青少年研修室 第 4 回

スマホで本人確認＋ AI 体験！未
来の使い方を知ろう13:30 ～

15:40
指江支所　

２階大会議室

11 月 21 日
（金）

9:30 ～
11:40

開発総合センター　
３階青少年研修室 第 5 回

災害時にも安心！ LINE とハザー
ドマップの活用法13:30 ～

15:40
指江支所　

２階大会議室

11 月 28 日
（金）

9:30 ～
11:40

開発総合センター　
３階青少年研修室 第 6 回

健康・救急・行政をスマホで一括
管理！13:30 ～

15:40
指江支所　

２階大会議室

〇
開
催
日

　
11
月
７
日（
金
）
～
28
日（
金
）

〇
場
所

・
午
前

　
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
３
階

　
青
少
年
研
修
室

・
午
後

　
指
江
支
所　
2
階
大
会
議
室

〇
受
付
期
限　
11
月
４
日（
火
）

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。



広報ながしま  2025年10月号  ｜　14  15 ｜  広報ながしま  2025年10月号

　
町
で
は
、
指
定
有
害
獣
（
イ
ノ
シ
シ

な
ど
）
に
よ
る
被
害
防
止
・
軽
減
を
目

的
と
し
た
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
の
事
業
を
希
望
さ
れ

る
か
た
は
、
期
限
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
農
政
係

　
☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

農
地
を
イ
ノ
シ
シ
か
ら
守
ろ
う

〇
鳥
獣
被
害
対
策
実
践
事
業

　
１
㌶
以
上
の
集
団
農
地
は
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
柵
を
設
置
で
き
ま
す
。

・
申
込
方
法

　
本
事
業
は
、
各
地
区
の
被
害
防
止
組
合
単
位
で
実
施
す
る
こ
と
が
条
件

で
す
。
希
望
す
る
場
合
は
、
事
業
主
体
の
長
島
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協

議
会
（
事
務
局
・
役
場
農
政
課
）
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
被
害
防
止
組

合
が
存
在
し
な
い
地
区
は
組
織
を
立
ち
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
申
込
期
限

　
10
月
31
日
（
金
）

・
柵
の
設
置

　
審
査
で
認
定
後
、
協
議
会
か
ら
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
材
料
が
貸
与

さ
れ
、
被
害
防
止
組
合
が
自
ら
施
行
・
管
理
し
ま
す
。
管
理
・
修
繕
な
ど

に
か
か
る
費
用
は
、
被
害
防
止
組
合
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
貸
与
期
間
は
14
年
間
で
、
そ
の
後
は
無
償
譲
渡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
農
政
係　
　

　
☎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

廃
残
農
薬
類
を
回
収
し
ま
す

回収日 時間 回収場所

11 月 13 日（木）

午前９時～ 10 時 JA 東事業所馬鈴薯選果場

午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分 JA 長島事業所馬鈴薯選果場

　
出
水
地
域
農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
適
正
処
理
推
進
協
議
会
で
は
、廃

残
農
薬
類
の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

〇
日
時
・
場
所

　
下
表
の
と
お
り
。

※
時
間
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

〇
回
収
処
理
料
金
目
安

　
3
0
0
円
～
２
万
２
千
円
／
㌔

※
料
金
は
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

 

〇
注
意
事
項

・
回
収
処
理
料
金
は
、全
て
現
金
扱

い
で
す
。

・
容
器
類
は
、洗
浄
せ
ず
ラ
ベ
ル
を

付
け
た
ま
ま
回
収
で
き
ま
す
。

・
回
収
場
所
へ
運
搬
す
る
際
は
、廃

液
な
ど
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

畜
産
技
術
練
習
生

を
募
集
し
ま
す

　
県
で
は
、令
和
８
年
度
の
畜
産
に
関

す
る
飼
養
管
理
技
術
の
習
得
を
す
る

畜
産
技
術
練
習
生
を
募
集
し
ま
す
。

〇
目
的

　
畜
産
経
営
に
お
け
る
即
戦
力
と
し

て
、家
畜
の
飼
養
管
理
や
農
業
機
械

の
取
り
扱
い
に
必
要
な
技
術
を
習
得

さ
せ
る（
対
象
畜
種　
肉
用
牛
、乳
用

牛
、豚
、鶏
）

〇
定
員　
若
干
名

〇
資
格　
身
体
強
健
か
つ
熱
意
の
あ

る
者
で
、高
等
学
校
を
卒
業
し
た
も
の

ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

〇
技
術
練
習
の
期
間

　
令
和
８
年
４
月
１
日
～

　
令
和
９
年
３
月
31
日

〇
申
込
締
切

　
11
月
28
日（
金
）必
着

〇
提
出
先

　
県
農
業
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
畜
産

試
験
場

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
畜
産
係　
　

　
☎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
農
政
係

　
☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　
電
気
柵
を
設
置
す
る
際
は
、
設
置
基

準
を
守
り
、週
に
１
度
は
点
検
を
行
い
、

安
全
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

注意喚起の記載例注意喚起の記載例

　電気柵の設置例（イノシシ対策の場合）

電牧器

アースは１㍍間隔

50
㌢
以
上
の
高
さ
に
設
置

危険表示板

20
～
30
㌢

20
㌢

●

●

上
下
結
線
は

50
㍍
間
隔

電
気
柵
の
正
し
い　
　
　
　
　

　
　
　
設
置
方
法

【
効
果
的
な
設
置
の
ポ
イ
ン
ト
】

・
動
物
の
口
や
鼻
な
ど
に
触
れ
る

高
さ
に
電
柵
線
を
設
置
（
イ
ノ

シ
シ
の
場
合
は
地
面
か
ら
約
20

㌢
の
高
さ
）

・
ア
ー
ス
は
地
面
に
深
く
垂
直
に

埋
設
し
、
１
㍍
間
隔
で
設
置

・
上
下
結
線
は
50
㍍
間
隔
で
接
続

・
電
柵
線
は
草
木
に
触
れ
な
い
よ

う
に
設
置

・
定
期
的
に
周
辺
を
除
草

・
使
用
し
な
い
時
期
は
電
柵
線
を

撤
去

〇
安
全
管
理

　
平
成
27
年
に
静
岡
県
で
電
気
柵
に
よ
る
感
電
死
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
安
全
管
理
を
徹
底
し
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
不
法
改
造
を
し
な
い

・
民
家
付
近
に
設
置
し
な
い

・
子
ど
も
を
近
づ
か
せ
な
い

・
公
道
沿
い
に
設
置
し
な
い

〇
設
置
基
準

　
電
気
柵
は
電
気
事
業
法
で
設
置
方
法
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
満
た
す
べ
き

主
な
基
準
は
次
の
と
お
り
で
す
。
必
ず
基
準
を
守
っ
て
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

①
危
険
で
あ
る
旨
の
掲
示

②
電
気
柵
用
電
源
措
置
を
使
用

③
漏
電
遮
断
器
を
設
置

④
開
閉
器
（
ス
イ
ッ
チ
）
を
設
置

町
制
施
行
20
周
年
記
念
町
総
合
文
化
祭

　
令
和
７
年
度
の
長
島
町
総
合
文
化

祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
舞
台
発
表
や
絵
画
・
書
道
な
ど
の

作
品
展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

〇
日
時

・
11
月
１
日（
土
）

　
正
午
～
午
後
10
時

・
11
月
２
日（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

〇
場
所

　
町
文
化
ホ
ー
ル

　
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　
　

　
☎（
88
）６
５
０
０［
直
通
］

昨年の文化祭の様子昨年の文化祭の様子



９
月《
長
月
》

広報ながしま  2025年10月号  ｜　1617 ｜  広報ながしま  2025年10月号

大
切
な
人
と
一
緒
に
人
生
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）

 　
　
　
　
　
～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係

　
☎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

　
　
　□に当てはまる数字を入れましょう

答え　①7　②３　③５　④2　⑤３

予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

　
町
で
は
、高
齢
者
と
18
歳
以
下
の

子
ど
も
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
新
型
コ
ロ
ナ
の
予
防
接
種
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
、助
成
額
に
変
更

が
あ
り
ま
す
。
接
種
希
望
者
は
必
ず

事
前
に
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
※
１
）子
ど
も
の
出
水
地
区
内
協
力

医
療
機
関
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
く
だ
さ
い
。
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
閲
覧
で
き
ま
す
。　

・
進
学
な
ど
で
、町
外
へ
転
出
し
て

い
る
か
た
は
対
象
外
で
す
。
お
住
ま

い
の
市
町
村
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
保
健
予
防
係　
　

　
☎（
86
）１
１
５
７［
直
通
］

インフルエンザ 新型コロナ
子ども 高齢者 高齢者

助成対象者 生後６か月以上 18 歳
以下の者

65 歳以上のかた
60 歳以上 65 歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器
の病気で日常生活が極度に制限される程度の
障害があるかた

接種期間 令和７年 12 月 31 日まで 令和８年 3 月 31 日まで
通知・予診票について なし 役場から郵送

接種費用など

町内および出
水地区内の医
療機関の場合

協力医療機関の場合
（※１）
医療機関の窓口で助
成 額（3,000 円 ） を
差し引いた額をお支
払いください。

1,400 円
（生活保護受給者は
無料）

3,100 円
（生活保護受給者は無料）

上記以外の医
療機関の場合

医療機関窓口で全額
支払い後、領収書お
よび接種を証明でき
るものと印鑑を持参
し町へ請求してくだ
さ い。（ 助 成 上 限 額
3,000 円）

県内の協力医療機関
の場合：窓口で助成
額（2,600 円 ） を
差し引いた額をお支
払いください。
※上記以外の場合に
はご相談ください。

県内の協力医療機関の
場 合： 窓 口 で 助 成 額

（12,100 円）を差し引
いた額をお支払いくださ
い。
※上記以外の場合にはご
相談ください。

　
人
生
会
議（
Ａ
Ｃ
Ｐ
／
ア
ド
バ
ン

ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）と
は　

も
し
も
の
時
、ど
の
よ
う
な
医
療
や

介
護
を
受
け
、ど
の
よ
う
に
過
ご
し

て
い
き
た
い
か
に
つ
い
て
、前
も
っ

て
考
え
、大
切
な
人
や
医
療
・
ケ
ア

チ
ー
ム
と
話
し
合
う
取
り
組
み
の
こ

と
で
す
。

　

あ
な
た
の
想
い
や
希
望
を
整
理

し
、身
近
な
か
た
と
共
有
す
る
た
め

の
道
具
と
し
て「
マ
イ
ラ
イ
フ
ノ
ー

ト
」を
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ラ
イ
フ
ノ
ー
ト
と
は

「
マ
イ
ラ
イ
フ
ノ
ー
ト
」と
は
、自
分

が
ど
ん
な
思
い
を
持
っ
て
い
て
、ど

ん
な
医
療
や
介
護
を
希
望
す
る
の
か

を
記
録
し
て
お
く
ノ
ー
ト
で
す
。

　
話
し
合
い
な
が
ら
書
き
、書
い
た

あ
と
で
話
し
合
う
こ
と
で
、あ
な
た

の
願
い
や
望
み
が
大
切
な
人
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
下
記
の
場
所
で
無
料
配
布
し
て
お

り
ま
す
。部
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

な
く
な
り
次
第
配
布
を
終
了
し
ま

す
。

〇
マ
イ
ラ
イ
フ
ノ
ー
ト
配
布
場
所

　
役
場
介
護
環
境
課　

〇
も
し
も
の
時
の
た
め
に
「
人
生
会
議
」
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
町
で
は
公
民
館
な
ど
に
出
向
き
、
人
生
会
議
や
マ
イ
ラ
イ
フ
ノ
ー
ト
の

書
き
方
に
つ
い
て
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
病
気
や
ケ
ガ
は
誰
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
、
人
生
の
終
わ
り
が
近
づ

い
た
状
態
に
な
る
と
、
約
70
％
の
人
が
自
分
の
意
思
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
考
え
や
望
み
を
叶
え
る
た
め

に
も
、
元
気
な
う
ち
に
最
期
の
過
ご
し
方

に
つ
い
て
考
え
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
生
き
方
や
価
値
観
、
大
切

に
し
て
い
る
思
い
を
、
家
族
な
ど
、
周
囲

の
信
頼
す
る
人
た
ち
と
話
し
合
い
、
共
有

す
る
こ
と
で
、
本
人
の
思
い
を
尊
重
し
た

生
活
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

〇
講
師

　
出
水
郡
医
師
会
在
宅
医
療
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー

　
在
宅
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
保
健
師　
　
　

〇
費
用　
無
料

〇
時
間　
１
時
間
程
度

〇
申
込
方
法

　
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①５＋□－２＝ 10

②９÷□＋６＝９

③ 25 － 10 ×２＝□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

④７×４÷□＝ 14

⑤ 28 － 9 ÷□＝ 25　　　

１
日（
月
）

３
日（
水
）

４
日（
木
）

11
日（
木
）

13
日（
土
）

14
日（
日
）

21
日（
日
）

23
日（
火
）

24
日（
水
）

25
日（
木
） 積

水
ハ
ウ
ス
と
の
事
業
協
議
（
東
京
都
）

長
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
場
）

１
０
０
歳
お
祝
い
（
ス
マ
イ
ル
園
）

～
22
日
（
月
）

令
和
７
年
度
第
３
回
長
島
町
議
会
定
例
会
（
役
場
）

～
12
日
（
金
）

敬
老
の
日
訪
問
（
町
内
）

獅
子
島
立
石
貯
水
槽
竣
工
祝
賀
会
（
立
石
港
）

町
内
中
学
校
体
育
大
会
（
町
内
）

関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー
（
兵
庫
県
）

杉
ノ
段
招
魂
祭
（
杉
ノ
段
）

フ
ラ
ー
ゴ
ラ
ッ
ド
鹿
児
島
協
定
式
（
役
場
）

南
日
本
リ
ビ
ン
グ
新
聞
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
役
場
）
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行
政
相
談
所
を
開
設

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、国
の
仕
事
な
ど
に

つ
い
て
要
望
や
苦
情
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
行
政
相
談
委
員
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
相
談
や
行
政
の
仕
組
み
な
ど
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
、相
談
者
へ
助
言
や
関
係
機
関

へ
の
橋
渡
し
が
主
な
仕
事
で
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

〇
日
程

　
10
月
17
日（
金
）　
【
午
前
９
時
～
正
午
】

〇
場
所

　
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

〇
行
政
相
談
委
員

・
杉
原
幸
弘
氏（
葛
輪
）

・
立
山
茂
盛
氏（
浦
底
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎（
86
）１
１
１
１［
直
通
］

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
11
月
９
日（
日
）か
ら
15
日（
土
）ま
で
の
７

日
間
で
、秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、火
災
予
防
思
想
の
一
層

の
普
及
を
図
る
こ
と
で
、火
災
の
発
生
を
防
止

し
、高
齢
者
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減

少
さ
せ
る
と
と
も
に
、財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　
空
気
が
乾
燥
し
、風
の
強
い
日
が
多
く
な
り

ま
す
の
で
、火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、

火
災
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

２
０
２
５
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

「
急
ぐ
日
も　
足
止
め
火
を
止
め　
準
備
よ
し
」

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合

　
東
分
遣
所　
　
（
86
）０
１
１
９

　
長
島
分
遣
所　
（
88
）５
３
３
３

が
ん
患
者
向
け
の
助
成
事
業

　
が
ん
治
療
中
の
か
た
が
、安
心
し
て
自
分
ら

し
く
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、各
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

〇
助
成
対
象

　
町
内
に
住
所
が
あ
り
、が
ん
と
診
断
さ
れ

た
、次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
か
た

①
治
療
中
ま
た
は
過
去
に
治
療
を
受
け
た
こ

と
が
あ
り
、医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
や
胸
部
補
整
具

な
ど
を
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る
か
た

※
た
だ
し
、こ
れ
ま
で
に
同
様
の
助
成
を
受
け

て
い
な
い
か
た

②
40
歳
未
満
で
在
宅
生
活
の
た
め
の
支
援
お

よ
び
介
護
が
必
要
で
治
療
を
目
的
と
し
た
治

療
を
行
わ
な
い
か
た　

　
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
保
健
予
防
係

　
☎（
86
）１
１
５
７［
直
通
］

エ
コ
リ
ア
北
薩
リ
サ
イ
ク
ル
祭
り

　
エ
コ
リ
ア
北
薩
で
は
、リ
サ
イ
ク
ル
祭
り
を

開
催
し
ま
す
。
回
収
さ
れ
た
不
用
品
か
ら
修

理
・
再
生
し
た
自
転
車
や
家
具
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。
希
望
者
は
、会
場
で
配
布
さ
れ
る
応

募
券
で
投
票
し
ま
す
。
後
日
抽
選
を
行
い
、商

品
を
受
け
渡
し
ま
す
。

〇
場
所　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ
ア
北
薩

〇
期
間　
11
月
10
日（
月
）
～
11
月
16
日（
日
）

〇
応
募
資
格

　
長
島
町
・
阿
久
根
市
・
出
水
市
在
住
者

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ
ア
北
薩　

　
☎
０
９
９
６（
84
）４
１
１
1

税
を
考
え
る
週
間

　

(

公
社)

北
薩
法
人
会
主
催
の
講
演
会
が
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

〇
イ
ベ
ン
ト
内
容

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」税
制
研
修
会

・
第
１
部「
税
務
行
政
に
お
け
る
現
状
と
課
題
」

　
講
師　

　
出
水
税
務
署
長　
脇
本
浩
樹
氏

・
第
２
部「
が
ん
と
が
ん
治
療
に
つ
い
て
」

　
講
師　

　
一
般
社
団
法
人
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
医
学
研
究

所
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
国
際
陽
子
線
治
療
セ
ン

タ
ー
事
業
推
進
本
部
長　
湯
之
前
清
和
氏

〇
日
時

　
11
月
14
日（
金
）　
午
後
４
時
～
６
時
30
分

〇
場
所

　
ホ
テ
ル
キ
ン
グ

〇
対
象
・
募
集
人
員
・
参
加
料

　
広
く
一
般
・
定
員
な
し
・
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
社
）北
薩
法
人
会
事
務
局

　
☎
０
９
９
６（
62
）１
３
３
８

境
界
ト
ラ
ブ
ル
休
日
無
料
相
談

　
境
界
問
題
解
決
に
関
わ
る
専
門
家
で
あ
る

土
地
家
屋
調
査
士
・
弁
護
士
・
法
務
局
登
記

官
が
相
談
を
受
け
付
け
る「
境
界
ト
ラ
ブ
ル
休

日
無
料
相
談
所
」が
開
設
さ
れ
ま
す
。

※
原
則
事
前
予
約
で
す
。

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〇
日
時

　
11
月
30
日（
日
）　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３

時
ま
で

〇
場
所

・【
鹿
児
島
会
場
】鹿
児
島
地
方
法
務
局　

・【
霧
島
会
場
】鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局

・【
川
内
会
場
】鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

〇
申
込
期
限

　
11
月
28
日（
金
）　

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
９（
２
０
３
）０
１
６
０

い
ろ
は
中
学
校
生
徒
募
集

　
本
年
４
月
に
開
校
し
た
県
立
い
ろ
は
中
学

校（
夜
間
中
学
）の
令
和
８
年
度
の
生
徒
募
集

を
行
い
ま
す
。

〇
募
集
開
始
日

　
10
月
１
日（
水
）

〇
入
学
資
格

・
県
内
に
居
住
し
て
い
る
か
た（
国
籍
は
問
い

ま
せ
ん
）

・
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
義
務
教
育
を
修
了
せ

ず
に
学
齢
期
を
経
過
し
た
か
た

・
不
登
校
な
ど
で
十
分
な
教
育
を
受
け
ら
れ

な
い
ま
ま
中
学
校
を
卒
業
し
た
か
た

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
い
ろ
は
中
学
校

　
☎
０
９
９（
２
０
８
）１
６
８
０

全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査

　
国
土
交
通
省
で
は
、自
動
車
の
利
用
実
態
を

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、全
国
一
斉
に

「
自
動
車
起
終
点
調
査
」を
実
施
し
ま
す
。

　
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
内
容
は
、道
路
交
通

の
実
態
を
把
握
し
、道
路
の
計
画
・
建
設
・
管

理
な
ど
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
以
外
の
目

的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　
抽
出
し
た
調
査
対
象
車
両
を
所
有
さ
れ
る

お
宅
に
お
願
い
は
が
き
を
送
付
し
、そ
の
後
、

調
査
内
容
や
回
答
方
法
を
記
載
し
て
い
る
本

調
査
票
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、調
査
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、調
査
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
調
査
概
要

　
国
土
交
通
省
が
５
年
に
１
回
実
施
す
る
自

動
車
利
用
状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

〇
調
査
対
象

　
無
作
為
に
抽
出
し
た
調
査
対
象
車
両
の
所

有
者

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
鹿
児
島
国

道
事
務
所
計
画
課
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

　
☎
０
１
２
０（
０
４
５
）０
６
０　

県
民
手
帳
販
売
開
始

　
鹿
児
島
県
統
計
協
会
で
は
、１
９
５
８(

昭

和
33
年
）の
創
刊
か
ら
、長
い
歴
史
と
と
も
に

鹿
児
島
県
民
の
皆
さ
ん
が
愛
用
し
て
い
る
、鹿

児
島
県
民
手
帳｢

２
０
２
６(

令
和
８)

年
版｣

を
10
月
17
日(

金)

か
ら
販
売
し
ま
す
。

〇
内
容

　
鹿
児
島
の
旬
の
情
報
満
載
で
す
。
デ
ー
タ

で
分
か
る
鹿
児
島
県
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。　

県
内
施
設
割
引
・
特
典
パ
ス
ポ
ー
ト
付(

９

施
設)

県
内
道
の
駅
・
海
の
駅
割
引
ク
ー
ポ
ン

（
14
施
設
）な
ど

〇
種
類

　
1
種
類（
4
デ
ザ
イ
ン
分
の
紙
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

が
つ
い
て
き
ま
す
。）

〇
価
格

　
６
６
０
円(

税
込
み)

〇
購
入
方
法

　

 

県
内
各
コ
ン
ビ
ニ
、書
店
、文
房
具
店
で
購

入
で
き
ま
す
。
鹿
児
島
県
統
計
協
会
で
通
信

販
売
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 (

送
料
・
振

込
手
数
料
が
か
か
り
ま
す)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
統
計
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
４
７
３

県
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月
間
で
す

　
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
は
、乳
が
ん
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
を
広
め
、早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

重
要
性
を
伝
え
る
活
動
の
世
界
規
模
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。
鹿
児
島
県
で
は
、毎
年
10

月
を
鹿
児
島
県
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月
間
と
定
め
、

関
係
団
体
と
協
力
し
て
、集
中
的
な
普
及
啓
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
乳
が
ん
は
、一
生
の
う
ち
に
女
性
の
9
人
に

1
人
が
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、早
期

発
見
・
早
期
治
療
で
約
9
割
が
治
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
乳
房
の
変
化
に
気
を
つ
け
、変
化

に
気
付
い
た
ら
、す
ぐ
に
医
師
へ
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、40
歳
以
上
の
女
性
の
方
は
，

2
年
に
1
回
乳
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

(

「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
」で
検
索)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
健
康
増
進
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
７
２
１

臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間

　
県
で
は
、毎
年
10
月
を
臓
器
移
植
普
及
推
進

月
間
と
定
め
、関
係
団
体
と
協
力
し
て
、集
中

的
な
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
は
、運
転
免
許
証
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
意
思
表
示
カ
ー
ド
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
意
思
登
録
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、意
思
は
、い
つ
で

も
、何
度
で
も
変
え
ら
れ
ま
す
。(「
臓
器
移
植
」

で
検
索)　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
健
康
増
進
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
７
２
１
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鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
が
教
え
る
サ
ッ
カ
ー

基
礎
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　
８
月
30
日
、
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
場
で
、

「
鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ 

ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ

ｓ 

サ
ッ
カ
ー
教
室
ｉ
ｎ
長
島
町
」
が
開
催
さ
れ
、

同
チ
ー
ム
の
ス
ク
ー
ル
コ
ー
チ
３
人
が
、
長
島
Ｆ

Ｃ
（
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
・
39
人
）
に
指
導
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
初
歩
的
な
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
・
戦

術
お
よ
び
礼
儀
や
自
主
性
を
養
い
、
体
力
向
上
と

健
全
な
青
少
年
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
長
島
Ｆ
Ｃ
キ
ャ
プ
テ
ン
の
山
口
愛あ
い
と叶
さ
ん
（
伊

唐
小
６
年
）
は
「
基
礎
的
な
練
習
に
学
ぶ
こ
と
が

た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
た
。
チ
ー
ム
の
プ
レ
イ
に

生
か
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

高
齢
者
中
央
学
級
講
演
会

明
る
い
老
後
、
介
護
、
そ
し
て
覚
悟

　
９
月
12
日
、
町
文
化
ホ
ー
ル
で
、
町
内
の
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
高
齢
者
中
央
学
級
講
演
会
を
開

催
し
、
77
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
小
説
家
の
永
田
祥
二
氏
を
迎
え
、

「
明
る
い
老
後
、介
護
、そ
し
て
覚
悟
」
を
演
題
に
、

自
身
の
介
護
経
験
か
ら
得
た
知
識
や
解
決
策
の
一

例
を
紹
介
し
、
明
る
い
老
後
に
な
る
よ
う
「
あ
り

が
と
う
」
を
発
信
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
大
平
由
美
子
さ
ん
（
指
江
）
は
「
人

を
悪
い
気
持
ち
に
し
な
い
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん

だ
」
と
話
し
ま
し
た
。

長
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
Ｇ
Ｇ
大
会

晴
天
の
秋
空
の
下
で
は
つ
ら
つ
と

　
９
月
３
日
、
長
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
川
床
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
運
動
場
で
開
催
さ
れ
、
晴
天
の
中
は
つ
ら
つ

と
プ
レ
イ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
優
勝
】
母
良
木
A

【
準
優
勝
】
川
床
【
３
位
】
城
川
内

　
本
大
会
で
優
勝
し
た
母
良
木
A
と
準
優
勝
し
た　

川
床
は
、
10
月
30
日
に
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
る

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
県
大
会
に
出
場
し

ま
す
。

東
町
漁
業
協
同
組
合
要
望
書

赤
潮
と
関
税
の
早
期
対
策
を

　
９
月
３
日
、
東
町
漁
業
協
同
組
合
（
山
下
伸
吾

代
表
理
事
組
合
長
）
が
ト
ラ
ン
プ
関
税
対
策
と
赤
潮

対
策
に
関
す
る
要
望
書
を
町
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
米
国
は
、
同
組
合
が
行
う
海
外
輸
出
の
７
割
を

占
め
、
約
27
万
匹
、
18
億
円
の
ブ
リ
を
出
荷
し
て

い
ま
す
。
関
税
対
策
と
し
て
、
同
国
へ
の
輸
出
継

続
と
そ
の
他
輸
出
先
へ
の
販
路
拡
大
を
図
り
、
関

税
の
影
響
軽
減
へ
の
援
助
と
、
海
外
で
の
展
示
会

出
店
な
ど
に
係
る
費
用
の
支
援
な
ど
を
要
望
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
川
添
町
長
は
「
必
要
か
つ
可

能
な
対
策
を
実
行
し
、
県
へ
の
要
望
を
実
施
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。　

長
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
長
島
陸
上
ク
ラ
ブ
へ
寄
付

自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
て
い
く

　
９
月
９
日
、
長
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
小
﨑

春
海
会
長
）
が
長
島
陸
上
ク
ラ
ブ
（
児
島
将
貴
監

督
・
60
人
）
へ
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
目
的

に
寄
付
を
行
い
ま
し
た
。
同
陸
上
ク
ラ
ブ
で
は
、

寄
付
金
を
活
用
し
て
、
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
ブ
ロ
ッ

ク
を
購
入
予
定
で
す
。

　
小
﨑
会
長
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
陸
上
を
教
え

て
い
る
児
島
監
督
に
感
銘
を
受
け
た
。
こ
の
よ
う

な
活
動
を
支
え
る
こ
と
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

意
義
が
あ
る
」
と
話
し
、
浦
上
柊し
ゅ
う
や哉
さ
ん
（
平
尾

小
６
年
）
は
「
器
具
を
使
っ
て
自
己
ベ
ス
ト
を
更

新
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。

町
内
の
学
校
給
食
は
地
産
地
消
の
新
米

モ
チ
モ
チ
ふ
っ
く
ら
美
味
し
い
お
米

　
９
月
４
日
か
ら
、
毎
週
木
曜
日
、
町
内
小
中
学

校
で
新
米
「
長
島
産
な
つ
ほ
の
か
」
が
給
食
に
並

び
ま
し
た
。

　
新
米
は
、
提
供
す
る
町
内
農
家
が
通
常
の
稲
作

よ
り
早
い
３
月
に
田
植
え
を
行
い
、
収
穫
の
８
月

末
ま
で
、
大
切
に
育
て
た
米
に
な
り
ま
す
。

　
10
月
２
日
、
伊
唐
小
学
校
で
は
、
４
回
目
と
な

る
新
米
を
春
雨
の
酢
の
物
や
ジ
ャ
ー
ツ
ァ
ン
豆
腐

な
ど
の
お
か
ず
と
一
緒
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
馬
場
朝あ
さ
ひ日
さ
ん
（
６
年
）
は
「
新
米
は
、
モ
チ

モ
チ
ふ
っ
く
ら
で
美
味
し
い
。
今
日
の
お
か
ず
と

の
相
性
も
バ
ッ
チ
リ
」と
満
足
し
た
表
情
で
し
た
。

多
世
代
交
流
な
ん
こ
大
会
ｉ
ｎ
長
島

対
戦
相
手
の
思
考
を
読
む

　
８
月
24
日
、
町
文
化
ホ
ー
ル
で
、「
多
世
代
交

流
な
ん
こ
大
会
ｉ
ｎ
長
島
」
が
、
か
ご
し
ま
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
主
催
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
が
し
ま
地

域
活
性
化
推
進
機
構
の
協
力
で
開
催
さ
れ
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
な
ん
こ
は
、
２
人
が
互
い
に
３
本
の
な
ん
こ
棒

を
隠
し
て
片
手
に
何
本
か
出
し
合
い
、
持
っ
て
い

る
棒
の
合
計
を
当
て
合
う
遊
び
で
す
。

　
参
加
し
た
岡
茉ま

り

え
里
枝
さ
ん
（
鷹
巣
小
１
年
）
は

「
対
戦
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
す
る
勝
負
が
楽

し
か
っ
た
。
も
ら
っ
た
な
ん
こ
を
使
っ
て
家
族
で

楽
し
み
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

町
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

A
パ
ー
ト
は
田
尻
が
優
勝

　
８
月
18
日
か
ら
26
日
ま
で
の
９
日
間
、
町
制
施

行
20
周
年
記
念
事
業
第
20
回
自
治
公
民
館
対
抗
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
の
健
康
増
進
と
健
全
な
自
治
公
民
館
づ
く

り
を
目
的
に
、
25
の
自
治
公
民
館
か
ら
29
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

A
パ
ー
ト
【
優
勝
】
田
尻
（
写
真
）

　
　
　
　

 【
準
優
勝
】
薄
井
A

　
　
　
　

 【
３
位
】
浦
底
・
指
江

B
パ
ー
ト
【
優
勝
】
川
床
連
合 【
準
優
勝
】
宮
ノ
浦

　
　
　
　

 【
３
位
】
薄
井
B
・
茅
屋
藤
之
元
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身近な危険のサバイバル 猫で窒息したい人に贈る 25
のショートミステリー

監修／国崎信江
身近で起こる危険やピンチを紹介
します。

猫をテーマにした 25 のショート
ミステリーを集めました。盛りだ
くさんで、さくさく読めます。

い
ま
だ
気
温
下
が
ら
ぬ
夜
明
け
涼
し
さ
を
呼
ぶ
が
ご
と
く
に
蟋こ
お
ろ
ぎ蟀
の
鳴
く

八
キ
ロ
の
下
校
途
中
に
幾
た
び
も
逃
げ
水
を
見
し
記
憶
わ
き
た
っ

風
の
音
枕
に
通
ふ
真
夜
中
の
屋
根
を
樫
の
実
叩
く
音
す
る

秋
の
空
大
河
の
よ
う
な
白
雲
は
徐
お
も
む
ろに
東
西
の
果
て
を
つ
な
げ
り

痩
せ
猫
が
ト
タ
ン
屋
根
跳
ぶ
夏
の
月

出
水
野
に
居
残
る
鶴
や
赤
ト
ン
ボ

玉
虫
や
里
を
遠
巻
く
雑
木
山

茜
雲
亡
き
娘
連
れ
来
よ
赤
ト
ン
ボ

ほ
ほ
ず
き
や
兄
妹
多
き
昭
和
の
子

鍋
釜
を
洗
い
清
め
て
盆
支
度

小
林 　

貢

小
林
如
月

町
田
末
則

母
木
良
平

川
島
輝
文

西
村
清
子

坂
之
下
典
子

米
尾
和
子

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

イ
ン
ド
洋
大
海
原
は
果
て
し
な
く
黒
の
瀬
戸
へ
も
流
れ
て
行
く
や

青
々
と
波
う
つ
稲
穂
風
に
揺
れ
暑
さ
に
負
け
ず
赤
ト
ン
ボ
舞
う

長な
が
い
き生

し
て
ね
色い

ろ

ん
な
事こ

と

が
勉べ

ん
き
ょ
う強

だ
自じ

ぶ
ん分

の
事こ

と

だ
身み

の
為た

め
な
ん何

だ

出
番
終
え
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
手
を
添
え
て
水
の
む
ま
で
も
猿
回
し
芸

友
は
去
り
知
人
も
去
り
て
残
る
吾
閻
魔
帳
に
は
多
く
書
か
れ
て

巨
大
石
長
島
中
の
玄
関
に
根
性
の
文
字
出
会
え
て
う
れ
し

輪
唱
の
蝉
で
賑
は
ふ
里
の
朝

夏
の
月
豪
華
客
船
澪
引
け
り

腕
競
ふ
花
火
師
達
や
八
月
尽

ふ
る
里
の
水
の
き
よ
ら
か
鹿
の
子
百
合

汗
拭
ひ
ま
だ
登
り
ゆ
く
墓
の
坂

関　

喜
久
雄

大
堂　

早
苗

関　

佳
代
美

二
階
堂
恵
子

大
堂　

正
弘

淵
脇　
　

護

白
男
川
孝
仁

迫
口　

君
代

坂
口　
　

子

二
階
堂
妙
子

山
嵜
加
代
子

『このミステリーがすごい！』
編集部／編
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個
人
情
報
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

編
集
後
記

　
鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ

サ
ッ
カ
ー
教
室
の
取
材
時
、
練

習
の
最
後
に
大
人
対
子
ど
も
た

ち
の
練
習
試
合
が
あ
り
ま
し
た
。

　
人
数
合
わ
せ
で
、
サ
ッ
カ
ー

経
験
が
ほ
と
ん
ど
無
い
私
も
キ

ー
パ
ー
と
し
て
参
加
。
サ
ッ
カ

ー
教
室
の
前
は
、
長
島
海
峡
カ

ヌ
ー
横
断
大
会
の
取
材
が
あ
っ

た
の
で
、
サ
ン
ダ
ル
で
サ
ッ
カ

ー
の
取
材
に
向
か
っ
て
お
り
ま

し
た
。

　
試
合
中
は
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
パ
イ
ク
に
踏
ま
れ
な
い
か
ド

キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
が
、
無

事
こ
の
難
局
を
乗
り
超
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
大
西　
洋
介
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５
回
目
を
迎
え
る
町
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

イ
ベ
ン
ト
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　
20
周
年
記
念
の
写
真
ス
ポ
ッ
ト
や
ス
イ
ン
グ

ラ
イ
ト
な
ど
、
お
子
様
連
れ
で
も
楽
し
め
る
光

の
仕
掛
け
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
光
に
彩
ら

れ
た
幻
想
的
な
長
島
の
夜
景
を
見
に
来
ま
せ
ん

か
。

　
ま
た
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
実
施
で

き
な
か
っ
た
花
火
を
10
月
31
日
に
小
浜
港
か
ら

打
上
げ
予
定
で
す
。（
雨
天
中
止
）

～
町
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業
～

長
島
を
彩
る
「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」　

〇
点
灯
式

　
10
月
31
日
（
金
）
午
後
７
時
～

〇
場
所

　
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘

〇
開
催
期
間

　
10
月
31
日
（
金
）
～
11
月
30
日
（
日
）

〇
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
水
産
景
観
課
観
光
係

　
☎
（
86
）
１
１
３
７
［
直
通
］



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０２５11 

７ ８２ ６

１４９ １２ １３

２１ ２２１６ １７ １９ ２０

１１

４３

１８

１０

１

５

２３ ２４ ２５

１５

２７

10/29 10/30 10/31   

２６ ２８ ２９

３０

10/26 10/27 10/28 　　　　　　　　　

〇長島クリニック 88-6405
〇整形外科ばばぐちクリニック 64-8260
〇脇本病院 75-2121
〇福田クリニック 79-3775
◇出水総合医療センター 67-1611
□さすえ薬局 88-6011
□フタヤ薬局 67-5253
□三文字薬局 75-0073

文化の日

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

〇かじわら内科クリニック 63-8300
〇林胃腸科外科 73-3639

　 　　

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ　　　　　　

（獅子島）
◎乳児健診

（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇鷹巣診療所 86-0054
〇出水病院 62-0419
〇植村整形外科 72-1041
〇福田クリニック 79-3775
◇にのみやこどもクリニック 62-0167
□長島調剤薬局 64-5555
□出水マリンバ薬局　63-8601

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
◎３歳６カ月健診　　　
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■燃やせるごみ（獅子島）

〇平尾診療所 88-2595
〇こどもクリニック永松 64-1500
〇有村産婦人科・内科 73-4180
〇福田クリニック 79-3775
◇こどもクリニック永松 64-1500
□かしま薬局 63-3970
□さかえまち薬局 72-0978
□かしま薬局 63-3970

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）
◎母子相談（２カ月）◎母子相談（２カ月）
　　（　　（保健福祉センター））

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

振替休日

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

〇鷹巣診療所 86-0054
〇境田医院 67-2600
〇鶴見医院 73-0553

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害　
　　　　　　　（獅子島）
◎幼児歯科検診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■燃やせるごみ（獅子島）

〇特定健診・胃がん健診等
（町文化ホール）

〇特定健診・胃がん健診等
（町保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

勤労感謝の日

〇出水眼科 62-8350
〇内山病院 73-1551
〇福田クリニック 79-3775
◇出水総合医療センター 67-1611

〇キッズクリニック 63-7707
〇植村整形外科 72-1041
〇福田クリニック 79-3775
◇キッズクリニック 63-7707

祝日には、国旗を掲げましょう！
● 11月３日は文化の日です　
　文化の日は「自由と平和を愛し、文化をすすめる」ことを趣旨としています。
　

● 11 月 23 日は勤労感謝の日です。
　勤労感謝の日は「勤労をたっとび、出産を祝い国民たがいに感謝しあう」
ことを趣旨としています。
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